令和3年度　研修プログラム策定委員会について（報告）　

水城　淳一郎

研修プログラム策定委員会は、法人、施設・事業所の人材育成を目的に、各施設、事業所から委員を選出し、隔月で実施してきました。
職員の研修に対するニーズも多くあり、階層別研修、専門研修、事業所別研修、資格取得などに取り入れながら整理し、人材育成に効果的な研修が実施できるよう、プログラムを検討しています。
特に新任職員に対してのOJT、メンター制度について、各事業所の特性に合わせた取り組みを重点的に検討し、今後は効果的な研修となることが期待されます。
また、今年度の報酬改定で示された感染症や災害への対応強化として、継続的な委員会、研修が必須となりました。研修プログラム策定委員会でも、防災（BCP）、虐待防止などの各種委員会と連携しながら、研修の企画、運営にも関わっていきたいと思います。
職員の研修報告の在り方や発信力の強化なども課題です。実践発表会や研修会などで発表、講演できる力がつくよう、検討していきたいと思います。
今後も、事業所別研修と法人研修、外部研修への参加などを整理し、各委員会等との連携を図りながら、充実した研修をとおして人材育成につなげたいと思います。

〇　参加研修（抜粋）
　・　法人　（階層別・虐待防止・メンタルヘルス・実践発表会・各委員会など）
　・　育成会　（大会・事業所協議会など）
　・　県、市社会福祉協議会　（新任・中堅・記録技術・感染防止・リスクマネジメントなど）
　・　知的障がい者福祉協会　（研究大会など）
　・　社会就労センター　（研究大会など）
　・　市民間障がい施設協議会　（部会研修会など）
　・　市社会福祉事業団　（就労支援センター、ゆうゆうセンター、強度行動障がいなど）
　・　区基幹相談支援センター　（区部会ネットワークなど）
　・　国立のぞみの園　（高齢利用者支援など）

　〇　資格取得など
　・　サービス管理責任者
　・　相談支援従事者
　・　強度行動障害支援者養成
　・　就労支援関係研修　　ほか
